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ガバナー通信

　

よ
う
や
く
春
め
い
て
木
々
の
芽
も
ふ
く
ら

み
始
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
各
地
区
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
は
、
今
で
き
る
奉
仕

活
動
を
実
施
さ
れ
て
い
る
事
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
１
月
17
日
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
26
年
目
。
３
月
11
日
は
東
日
本
大
震
災
か

ら
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、
私
た
ち

の
社
会
生
活
・
外
部
環
境
は
厳
し
い
局
面
に

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
事
象
が
起

こ
る
事
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

今
、
私
た
ち
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
を
無

理
せ
ず
自
然
体
で
継
続
す
る
事
で
、
ラ
イ
オ

ン
ズ
の
仲
間
、
そ
し
て
地
域
の
方
々
か
ら
支

援
を
受
け
る
事
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
そ
の

図
る
事
。
ク
ラ
ブ
例
会
で
検
討
し
、
実
施
報

告
と
ク
ラ
ブ
内
外
へ
会
報
等
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
ク
ラ
ブ
活
性
化
に
は
絶
え
ず

情
報
を
提
供
し
て
会
員
に
関
心
を
持
っ
て
頂

き
ま
し
ょ
う
。
会
員
が
納
得
し
て
、
会
員
維

持
増
強
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
献
金
（
Ｍ
Ｊ
Ｆ
お
よ
び

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
1
0
0
な
ど
）・
合
同
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
献
金
活
動
を
推
進
で
き
る

よ
う
、
私
た
ち
も
精
進
し
ま
す
。

　

様
々
な
制
限
の
中
、
充
分
に
活
動
で
き
ま

せ
ん
が
残
さ
れ
た
４
ヶ
月
、
ク
ラ
ブ
例
会
訪

問
に
努
め
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
で
す
の
で
、

皆
様
に
は
ど
う
ぞ
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。

為
に
は
会
員
の
維
持
増
強
と
活
動
資
金
の
確

保
が
必
要
で
す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
財
団
（
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）
か

ら
被
災
地（
岩
手
・
宮
城
・
福
島
）に
対
し
、

多
額
の
大
災
害
交
付
金
（
大
災
害
の
あ
と
の

中
・
長
期
的
な
復
興
活
動
支
援
）
を
頂
き
ま

し
た
。
大
災
害
交
付
金
は
、
地
区
か
ら
申
請

で
き
ま
せ
ん
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
会

長
と
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
理
事
長
よ
り
交
付
さ
れ
ま

す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
本
当
に
あ
り
が

た
い
組
織
で
す
。

　

私
達
は
奉
仕
活
動
（
人
・
モ
ノ
・
コ
ト
・

お
金
）
を
で
き
る
範
囲
で
継
続
し
、
仲
間
と

の
信
頼
関
係
を
構
築
す
れ
ば
、
何
が
起
き
て

も
変
化
へ
の
対
応
が
可
能
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
想
定
さ
れ
る
事
象
に
対
し
、

備
え
は
必
要
で
す
。
３
３
２
―
Ｃ
地
区
と
し

て
ハ
ー
ド
面
（
事
前
の
備
え
）、
ソ
フ
ト
面

（
事
後
の
対
応
力
）が
問
わ
れ
ま
す
。
ハ
ー
ド

面
は
備
蓄
用
品（
食
料
・
シ
ー
ト
・
水
等
）、

ソ
フ
ト
面
は
ア
ラ
ー
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
活
用

で
す
。
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
は
地
域
社
会
が

必
要
と
し
求
め
て
い
る
事
に
対
応
し
連
携
を

ガバナー

L . 永
な が と み

冨  淳
じ ゅ ん じ

次
（名取LC）
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ガバナースローガン

アクティビティスローガン

 1	 会員維持増強（増員250名―昨年度退会者238名）
	 ・既存会員を対象としたガイディングセミナーの実施
	 ・マイクラブ・マイファミリー（私のクラブは私の家族）の提唱⇒楽しいクラブ運営
	 ・リジョン・ゾーン間で会員のクラブ訪問を推進
	 　会員数／2019年6月末　1,742名	　　　　　　   クラブ数／58クラブ
	 　　　　　2020年6月末　1,596名	     （△146名）	 56クラブ （△2クラブ）
	 　　　　　　　　 （正会員 1,167名		） （入会  91名）
	 　　　　　　　　 （家族会員 429名		） （退会207名）

 2	 LCIF・合同アクティビティ基金の理解促進
	 ・キャンペーン100、合同アクティビティ基金の趣旨・背景・目的を各委員会を通し、活用事例をクラブ会員へ伝えます。
	 （目標） ・LCIF 150,000ドル
	 　　    ・合同アクティビティ基金 350万円
	 ・クラブシェアリング交付金制度の活性化

 3	 PRチームを設置し、ライオンズの活動を広く地域の方へお知らせする
	 ・PRチームはMC・ライオンみやぎ・IT委員会と各委員会で共同運営します。
	 ①	重点施策の進捗状況を各委員会から報告を受け、各リジョン・ゾーンへ報告する
	 ②	マイライオンにより奉仕活動の報告を受け、活動実績を把握する（奉仕活動報告率目標80%）
	 ③	 332-C地区として奉仕活動を報道機関等で四半期毎告知する

体と心の健康に We Serve

ライオンズの活動を１人でも多くの方へ伝えましょう

　　 CONTENTS
	2	 ガバナー通信
	3	 2020～2021 地区運営方針／5・6月度の予定
	4	 第4回キャビネット会議
 6	 ライオンズクエスト 冬期ワークショップ
	8	 アラートマニュアル作成報告
	　「アラートフォーラムin宮城」開催のお知らせ
	9	 震災から10年…亀山紘石巻市長よりお手紙
10	 ガバナーインフォメーション
	    「長崎中央LCから永冨ガバナーへの2通のお手紙」
11	 Lions豆知識「白い杖」
12	 アクティビティレポート
13	 アクティビティレポート／フレッシュライオン（仙台LC）
14	 白石益岡LC ライオンズクエストプログラム説明例会
		 永冨ガバナー、涌谷LC訪問！
15	 マンスリー集計表
16	 県社協と自然災害発生時における
		 災害ボランティアセンター支援に関する協定を締結

■第67回332-C地区年次大会式典は、新型
　コロナウイルスの影響で、4月25日（日）か
　ら、6月20日（日）へ延期になりました。
■第67回332複合地区年次大会は新型コロナウイルス
　の影響で中止となりました。

■地元情報誌「りらく」 5月号（４月28日発行）に、
　永冨ガバナーのインタビュー記事が掲載されます。

お知らせ

ライオンズクラブ国際協会 332-C地区
2020年－2021年 地区運営方針

332-C地区関連 5・6月度の予定
日　程 行　事

6 /12 （土） アラートフォーラム㏌宮城
（13：00～　マルホンまきあーとテラス）

6 /20 （日） 第67回 地区年次大会式典
（14：00～　仙台国際ホテル）

（2021年4月1日現在）
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Topics

日
時
◇
2
0
2
1
年
3
月
17
日（
水
）

場
所
◇
名
取
市
増
田
公
民
館

　

第
4
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
は
、
2
0
2
1
年
3
月
17
日（
水
） 

14
時
か

ら
名
取
市
増
田
公
民
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

参
加
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
構
成
員
の
代
表
者
に
絞
り
、
感
染
防
止
対
策
を
徹

底
し
て
の
開
催
で
す
。

　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
に
先
立
ち
、
永
冨
ガ
バ
ナ
ー
へ
宮
城
骨
髄
バ
ン
ク

か
ら
の
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
会
議
は
永
冨
淳
次
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶

か
ら
始
ま
り
、
加
藤
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
遠
藤
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ

ー
と
続
き
、
幹
事
報
告
、
会
計
報
告
の
後
、
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

〈
第
4
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
審
議
事
項
〉

第
１
号
議
案	

第
67
回
地
区
年
次
大
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

	

1 

資
格
審
査
委
員
会　
→
提
案
の
通
り
可
決

	

2 

議
事
運
営
委
員
会　
→
提
案
の
通
り
可
決

	

3 

地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
第
１
お
よ
び
第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

	
	

指
名
・
選
挙
委
員
会　
→
一
部
取
下
げ
の
上
、
可
決

	

4 

国
際
理
事
候
補
者
推
薦
委
員
会　
→
提
案
の
通
り
可
決

	

5 

決
議
委
員
会　
→
提
案
の
通
り
可
決

	

ク
ラ
ブ
よ
り
提
出
議
案　
→
提
案
の
通
り
可
決

第
2
号
議
案	

次
期
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
に
つ
い
て

	
	

→
3
月
16
日
現
在
立
候
補
者
は
無
か
っ
た

第
3
号
議
案	

L
C
I
F
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
事
業
交
付
金
申
請
に
つ
い
て

	
	

→
申
請
書
を
確
認
し
、
了
承
す
る

　

議
案
の
審
議
結
果
は
右
記
の
通
り
で
す
。
そ
の
後
、
各
事
業
経
過
報
告

等
が
あ
り
会
議
は
終
了
し
ま
し
た
。
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
構
成
員
代
表
者

の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会 

3
3
2
―
C
地
区

第
4
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
開
催
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永冨ガバナーの挨拶

宮城骨髄バンクからの感謝状

司会の洞口副幹事会場風景

加藤第一副地区ガバナーの挨拶遠藤第二副地区ガバナーの挨拶
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活
動
報
告

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
・
薬
物
乱
用
防
止
委
員
会

　

令
和
３
年
１
月
９
・
10
日
（
土
・
日
）
及
び
23
・
24
日
（
土
・
日
）、
東
北
福
祉
大

学
に
お
い
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト「
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
」冬
期
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
２
日
間（
基
礎
編
・
実
践
編
）の
開
催
で
し
た
が

参
加
希
望
者
が
多
く
、
定
員
の
関
係
で
受
講
で
き
な
い
者
が
い
た
た
め
、
今
年
度
は

基
礎
編
・
実
践
編
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
回
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
踏
ま
え
、
全
員
が
マ
ス
ク
と
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
着
用
、
三
密
を
避

け
た
広
い
教
室
で
換
気
を
行
い
な
が
ら
と
い
っ
た
感
染
症
予
防
対
策
を
万
全
に
し
た

上
で
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
永
冨
淳
次
ガ
バ
ナ
ー
、
加
藤
俊
治
第
一
副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
、
新
木
経
嗣
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
・
薬
物
防
止
委
員
会
委
員
長
、
土
見
大
介

 

同 

副
委
員
長
、
松
田
弘
美
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事
、
浅
野
浩
章
G
M
T
委
員
会
副

委
員
長
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
学
生
た
ち
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
使
命
及

び
「
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
」
の
大
切
さ
と
可
能
性
に
つ
い
て
宮
城
県
の
学
校
教
育
を

取
り
巻
く
現
状
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
ご
挨
拶
頂
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
ラ
イ
オ
ン

の
皆
さ
ん
か
ら
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
数
量
的
に
測
定
が
困
難

な
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
、
様
々
な
課
題
に
対
峙
し
た
と
き
に
、
自

分
の
力
で
答
え
を
見
つ
け
る
力
に
つ
な
が
る
。
学
生
の
皆
さ
ん
に
は
是
非
ラ
イ
フ
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
た
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
ほ
し
い
」
と
い
う
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
、

の
べ
４
日
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
知
り
合
う
活
動
」で
は
、
単
純
に
名
前
と
出
身
地
を
言
う
自
己
紹
介
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
一
風
変
わ
っ
た
自
己
紹
介
が
始
ま
り
ま
し

た
。
戸
惑
い
を
見
せ
る
学
生
も
い
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く
そ
れ
が
続
く
と
、
い
つ
の

間
に
か
相
手
と
の
壁
が
自
然
に
取
り
除
か
れ
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
度
の
１
年
生
は
大
学
で
の
授
業
や
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ゼ
ミ
等
に
お
け
る
同

日
時
◇
2
0
2
1
年
1
月
9
日（
土
）・
10
日（
日
）

	

2
0
2
1
年
1
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）

場
所
◇
東
北
福
祉
大
学

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト 「
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
」

冬
期
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
回
開
催

土見ライオンズクエスト・
薬物防止委員会副委員長

永冨淳次ガバナー挨拶

賞賛のお皿

１月9・10日

お疲れ様でした
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級
生
・
上
級
生
と
の
交
流
が
極
端
に
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
活
動
に
よ
っ

て
、
名
前
を
知
る
だ
け
で
は
な
く
、
出
身
地
、
好
き
な
食
べ
物
、
趣
味
、
休
日
の
過

ご
し
方
等
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
使
っ
て
短
時
間
で
相
手
の
こ
と
を
知
る
方
法
を
経

験
を
し
ま
し
た
。

　
「
理
想
の
学
級
づ
く
り
」「
子
ど
も
た
ち
に
自
信
を
付
け
さ
せ
る
方
法
」等
で
は
、
個

人
活
動
、
集
団
で
の
活
動
、
振
り
か
え
り
活
動
を
柱
と
し
て
、
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ

ン
グ
、
ジ
グ
ソ
ー
学
習
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
話
し
合
い
を
自
然
に
活
発
に
し
て

合
意
形
成
へ
結
び
つ
け
る
道
筋
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
割
分
担
の
大
切
さ
を
知
る
た
め
に
、
活
動
時
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
、
道
具

係
、
時
計
係
、
記
録
係
、
発
表
係
、
コ
メ
ン
ト
係
を
決
め
、
誰
も
が
話
し
合
い
活
動

に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
実
感
を
も
て
る
方
法
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

参
加
者
か
ら
は
、「
交
流
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
自
分
に
は
な
か
っ
た
考
え
方

に
も
出
会
う
こ
と
が
で
き
、
考
え
の
幅
を
広
げ
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
」「
模
擬
授

業
は
た
め
に
な
る
と
思
っ
た
。
自
分
の
グ
ル
ー
プ
が
扱
っ
た
、
話
の
聞
き
方
に
つ
い

て
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の
い
じ
め
を
扱
っ
た
授
業
、
目
標
設
定
の
授
業
は
、
実
際
に
教

育
現
場
に
立
っ
た
と
き
に
も
活
用
で
き
る
も
の
ば
か
り
だ
と
思
っ
た
」 「
出
さ
れ
た

課
題
に
対
し
て
、
自
分
で
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
考
え
が
、
他
の
人
か
ら
出
た
時
、

こ
れ
で
自
分
の
考
え
や
意
見
が
深
ま
っ
て
い
く
、
幅
が
広
が
る
と
実
感
で
き
た
」「
模

造
紙
に
書
い
て
発
表
す
る
と
い
う
こ
と
を
た
く
さ
ん
経
験
し
、
最
後
の
方
は
自
然

と
、
ま
と
め
方
が
工
夫
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
多
く
の
前
向
き
な
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
学
校
教
育
で
も
と
め
ら
れ
て
い
る「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」 （
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
座
学
・

机
上
の
空
論
で
は
な
く
自
ら
の
行
動
で
知
る
こ
と
が
で
き
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
な

り
ま
し
た
。
受
講
し
た
学
生
が
「
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
」
を
教
室
で
実
践
し
、
子
ど

も
た
ち
の
生
き
る
力
を
伸
ば
し
て
く
れ
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ゲ
ー
ム
や
話
し
合
い
活
動
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
も
と
め
ら

れ
る
中
、
講
師
の
熱
意
と
工
夫
、
参
加
者
の
期
待
が
相
ま
っ
て
、
と
て
も
内
容
の
濃

い
２
日
間
で
し
た
。

L
大
西
孝
志 （
石
巻
日
和
L
C
）

松田キャビネット副幹事
浅野GMT委員会副委員長

加藤俊治第1副地区ガバナー

１月23・24日

発表係によるプレゼン

見えるかな？ エア縄跳びお疲れ様でした

カードを使ってたくさんのアイデアを出す
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活
動
報
告

A
L
E
R
T
委
員
会

ア
ラ
ー
ト
委
員
会
委
員
長　
L
髙
橋
健
一（
石
巻
め
ぐ
み
野
L
C
）

A
LE

R
T

FO
R

U
M

in
 M

IY
A

G
I

　

ア
ラ
ー
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
は
、
災
害
時
に
ど
の
様

な
支
援
を
す
る
か
？ 
ど

の
様
な
支
援
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
？ 

連
絡
は
ど
の

様
に
と
れ
ば
い
い
の
か
？ 

単
一
ク
ラ
ブ
と
し
て
ど
の
様
な

行
動
を
こ
こ
ろ
が
け
る
の
か
？ 

等
の
課
題
が
山
積
み
で
、

な
か
な
か
前
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
幾
度
と
な
く
議

論
を
か
さ
ね
何
と
か
で
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

た
だ
、
こ
れ
は
完
全
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な

ら
、
災
害
と
は
一
種
類
で
は
な
く
複
数
あ
り
、
そ
れ
も
同
じ

も
の
は
無
い
に
等
し
い
か
ら
で
す
。
今
期
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
こ
れ
で
良
く
て
も
、
来
期
以
降
に
は
、
こ
の
様
な
も
の

が
あ
っ
た
方
が
良
い
の
で
は
？ 

と
な
る
場
合
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
そ
の
時
々
に
あ
う
改
訂
が
必
要
で
す
。

　

支
援
用
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
頭
を
悩
ま
せ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
目

安
と
し
て
、
一
人
当
た
り 

水 

1
日 

7.5
～
15
ℓ
、
食
料 

男

性 

1
日 

2
2
0
0
±
2
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
、
女
性 

1

日 

1
4
0
0
～
2
0
0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
物
品
と
し
て
、
毛
布
、
衣
類
、
そ
の
他
必
要
に

応
じ
て
停
電
時
や
防
寒
対
策
と
な
る
も
の
と
の
こ
と
で

す
。
ま
だ
委
員
会
と
し
て
各
リ
ジ
ョ
ン
、
ゾ
ー
ン
に
お
願

い
で
き
る
段
階
に
は
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
頭
の
片
隅

で
い
い
の
で
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
「
ア
ラ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
宮
城
」 

～
そ
の
時
あ

な
た
は
何
を
備
え
る
か
～ 

開
催
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
で
す
。

　

10
年
前
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、
短
期
間
に
熊

本
地
震
、
胆
振
地
震
な
ど
の
大
き
な
被
害
を
及
ぼ

す
地
震
の
発
生
が
あ
り
、
近
年
で
は
西
日
本
豪
雨
、

2
0
1
9
年
の
台
風
19
号
、
2
0
2
0
年
の
九
州
豪

雨
と
毎
年
の
ご
と
く
全
国
規
模
で
の
自
然
災
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
東
日
本
大
震
災
を
大
き
く

上
回
る
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
が
、

年
々
発
生
率
が
高
ま
る
中
、
自
然
災
害
は
増
加
傾
向

に
あ
る
と
言
っ
て
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
や
地
震
、
津
波
、
豪
雨
と
日
々
の
生
活
を
一
瞬

に
し
て
奪
っ
て
し
ま
う
災
害
に
対
し
て
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
防
災
・
減
災
・
支
援
に
ど
の
様
な

取
り
組
み
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
本
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
通
じ
て
考
え
る
機
会
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
で
災

害
に
対
す
る
再
認
識
と
啓
発
が
高
ま
り
非
常
時
に
万

全
の
対
策
の
も
と
、
効
果
的
な
対
応
が
執
り
行
わ
れ

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
ノ
ン
ラ
イ
オ
ン
の
方
々
の
入

会
促
進
も
兼
ね
て
お
声
が
け
と
ご
出
席
を
お
願
い
し

ま
す
。

日　時	 ：2021年6月12日（土）　受付12:00～  開会13:00
場　所	 ：石巻市芸術文化センター
		  マルホンまきあーとテラス（小ホール）
参加対象	：ライオンズメンバー及びノンライオン
内　容	 ：講演会　
		  講　師	（一社）日本ライオンズ  アラート委員会 西日本統括リーダー

			   Ｌ.坂本 惠市（335-B地区）
			   南三陸志津川LC所属  L.及川 善祐　の2名を予定

ア
ラ
ー
ト
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
報
告

「
ア
ラ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
宮
城
」

  

開
催
の
お
知
ら
せ

「アラートフォーラムin宮城」
  ～その時あなたは何を備えるか～

INFORMATION

ノンライオンの方もお誘いしてご参加ください
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　東日本大震災から10年を迎えました。震災発生以降、ライオンズにおいて実に数多くの支援
事業やアクティビティが実施されました。全国のライオンズで活動する全てのメンバーが何かし
らの活動に関わったと言っても過言ではありません。332-C地区の皆様においては、この10年と
いう大きな節目を迎え、様々な思いが湧き上がってきたのではないでしょうか。10年という節目
に最大の被災地と言われる石巻市の亀山市長より永冨ガバナー宛てにお手紙が届きました。

震災から10年…

亀山紘石巻市長よりお手紙が届きました

日和山公園から石巻市街地を望む
（この写真は赤池光博氏撮影提供）

石巻南浜津波復興祈念公園

感謝通信
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337-C地区 2R1Z
長崎中央ライオンズクラブ 会長 

L.井手 裕からの手紙

Governor
Information

大浦天主堂（長崎市）

このコロナ禍の中、とても勇気を頂けるお手紙が永冨ガバナー宛に届きました。この
ライオンみやぎの誌上にて、皆様にご紹介いたします。全国のライオンズクラブが
様々な思いと工夫で活動を続けています。私たちも共に進んでいきましょう！

してあり「私は市の医師会の副会長で、長崎アイバンク
の委員をしています。今後も立派な活動を続けて頂くよ
うお願いします」女性の方から「ライオンズクラブがこん
な立派な活動をしている事とは思いませんでした。今後
も頑張って下さい」など。
　私は、中古メガネの収集を通じてライオンズのPRにも
つながった2ヶ月間の成果だと思いました。
　現在は、12月より長崎市役所の1Fロビーに2月末ま
で設置をしています。今後は会員と相談し、市内の企業
にお願いして設置する予定でいます。長い目線での中古
眼鏡収集の協力に頑張りたいと思っています。また今後
は、337-C地区内のリジョンまたはゾーンより収集箱の
借用依頼があれば喜んで貸し出す予定でいます。
　なお長崎中央LCでは、十数年前にアメリカへ中古眼
鏡、サングラス、レンズ、フレームを送った経緯がありま
す。今後日本でもレンズ、フレームを収集するようになれ
ば良いかなと思っています。

今回の配送分
　中古眼鏡 367個／サングラス 87個／合計 454個

　以上よろしくご査収ください。
2021年2月15日

ライオンズクラブ国際協会
332-C地区ガバナー　永冨 淳次 様

　青寒の候、貴地区におかれましては、益々ライオニズ
ムの高揚に努められている事と存じます。
　昨年の1月、332-C地区木川田明弘前ガバナーより
「中古眼鏡リサイクルセンター」の運営状況並びに「中
古眼鏡」収集依頼の書面が、地区キャビネットを通じて
各クラブへ協力要請がありました。
　早速クラブにおいて、中古眼鏡収集に対して承認を得
て会員にて収集を行いましたが、「コロナウイルス」の影
響で活動が阻まれ、結果はゼロで終わりました。
　期は変わりましたが、「コロナウイルス」は地方まで蔓
延し、クラブにおいては例会、理事会、委員会などの開
催も中止となり、新規、継続事業もできない状況でライ
オンズクラブとしての機能も低下し、クラブ存続の可否
の問題に発展しかねない現状でもあります。
　一方、私達会員が「コロナウイルス」に対して萎縮ばか
りでは何もできません。何もできないならばできるような
考えにせねばなりません。今までは、会員各自で取集し
ていましたが、各自ではなくより多くの人達に呼びかける
方法を採用するためにはどうしたら良いのか、多くの人
達の目に届くようにするにはどうしたら良いのか思案の
結果、組み立て式可動収集箱を考案作成。
　OB会員の県議に、長崎県庁1Fロビーに収集箱設置
の依頼をし、県庁より10月中旬より12月中旬までの2ヶ
月間の特別設置の許可を得て設置、会員の知人でありま
す記者に依頼し新聞に掲載。早速反響があり、長崎市
内をはじめ佐世保市、諫早市、雲仙市の市民の方より郵
送して頂きました。郵送の中には中古眼鏡と手紙が同封

長崎中央LCから永冨ガバナーへの
2通のお手紙を紹介します

お手紙・1

長
崎
中
央
L
C
に
よ
っ
て
、
設
置
さ
れ
て

い
る「
中
古
眼
鏡
・
サ
ン
グ
ラ
ス
収
集
箱
」。

こ
の
活
動
は
長
崎
市
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長

崎
県
内
に
広
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
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337-C地区 2R1Z
長崎中央ライオンズクラブ 前会長 

L.古賀 正德からの手紙

ズクラブだったそうです。ライオンズの友愛に感謝。震災
後も各地において苦労されている方がいます。私たちは
この品を選び皆さんと共にこの人達の応援をしましょう」
と。
　前期クラブ会長を務め、332-C地区木川田明弘前ガ
バナーより「中古眼鏡」の収集依頼がありましたが「コロ
ナウイルス」のため収集活動ができず、今期に再活動を
行い今回寄贈することができました。今後も継続事業の
一環として頑張っていくつもりでいますので、長い目線で
見て頂ければと思っています。
　長々の文面になりましたが、今回の震災被害が軽微で
あることを祈念し、永冨淳次ガバナーのご健勝とご活躍
を祈念申し上げます。

ライオンズクラブ国際協会
332-C地区ガバナー　永冨 淳次 様

　去る2月13日宮城・福島地方に発生しました震災に対
して謹んでお見舞い申し上げます。
　私は、337-C地区2R1Z長崎中央LCの古賀と申しま
す。今から約10年前の2011年3月11日に発生しました東
日本大震災時にZCを務めていて、キャビネット会議の帰
路高速道路の車中で震災を知りました。翌週にクラブに
て持ち回り理事会にて街頭募金の承認を得て、警察署
にて道路使用許可書の申請を行なって街頭募金を行い
ました。そして、地区キャビネットより街頭募金の要請が
あり、ゾーン単位で街頭募金を行いました。その後、女川
LCの会員の方が震災被害の写真集を発行されましたの
で、337-C地区の地区役員の購入を募り、仙台五城LCを
通じて数百冊を購入した記憶があります。
　私は19年前にクラブ会長を務め、期首の7月末に家内
と宮城県と北海道へ旅行をし、その折332-C地区の仙台
五城LCの例会訪問をいたしました。その折親しくして頂
きました鈴木尚太郎L、浅見紀夫Lとは現在も賀状など
の交流をさせて頂いています。
　また、長崎中央LC結成50周年記念式典時には、大
会実行委員長を務めており、記念式典の引出物の品に、
雄勝協同組合より雄勝石の文鎮を約350個依頼し、説
明文に「1982年7月23日に長崎地方に大水害が発生し
大きな被害が出ました。その翌日、クラブ事務局に最初
にお見舞いの電話を掛けて頂いたのが仙台のライオン

Lions
豆知識

眼鏡リサイクルセンターについて
　ライオンズクラブ100周年を記念し
た332-C地区のレガシー・プロジェク
トとして設立された332-C地区「眼鏡リ
サイクルセンター」。全国各地より送ら
れてきた中古眼鏡を、障がい者就労支
援事業所の一角で、障がい者の方々が
中古眼鏡の中から不良品を除外し、眼
鏡の洗浄を行い、レンズチェッカーを用
い屈折度を測定します。種類を明記し
てビニール袋に入れ、海外向けに梱包

するまでの一連の作業に対し労賃が支払われます。各ライオン
ズクラブよりの一本につき50円の寄付金は、この労賃と
海外への発送代としてまかなわれます。
　この眼鏡リサイクル事業はヘレンケラー女史の提言に始まった
ライオンズクラブの視覚保護活動の代表的事業です。視覚障がい
は、一般に「失明」と「低視力」に大別されます。最近の統計では、
2015年時点の世界視覚障がい者数は、失明者3,600万人、低視
力者は2億5,260万人となっています。今後はさらに急増すると予
測されています。ライオンズの中古眼鏡リサイクル施設は12ヶ所
あり、人道的配布チームにより発展途上国の受給者に送付され
ています。さらなるリサイクル事業の拡大が望まれています。

白い杖
　万国共通のあの「白い杖」は、ライオンズの奉仕の産物である。
　1930年、Lジョージ・A.ボナム（当時イリノイ州ピオリアLC会長）は、ある日繁華街を歩い
ているとき、一人の視覚障がい者が交通ラッシュの道路を横断しようとして、立ち往生して
いるのを目撃した。ボナムは「自分は目が不自由なのだと、ドライバーに知らせる方法が何か
あるはずだ…」 と、白い杖を思いついた。クラブはこれを承認、白杖を作り、ピオリア市内の
　　  視覚障がい者に無料で贈った。市議会では、白杖の持ち主に交差点での優先権を認める
　　　　  条例を可決した。

『2020-2021 ライオンズクラブ役員必携  ルーツ』より

お手紙・2
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　涌谷高等学校で薬物乱用防止講座
を開催し、1年生99名が受講しました。

　今年は15家庭より、予めこどもへの
プレゼント品を預かり、クラブ員がサ
ンタとなり家庭を訪問して、こども達に
プレゼントを渡しました。

　第48回名取市少年剣道錬成大会
が、12月6日（日）に名取市民体育館で
行われました。新型コロナウイルス感
染予防のため8月から12月に延期さ
れ、感染予防ガイドラインの徹底に努
めて無事開催する事ができました。本
大会は名取市内の小中学生を対象に
し、11チーム55名で個人戦と団体戦
が行われました。当クラブからは開会
式に出席し、参加者の皆様を激励し協
賛させて頂きました。また、永冨淳次
ガバナーより参加者全員に飲料水が送
られました。

　毎月クラブ購入品と会員拠出品を、
涌谷町社会福祉協議会を通じて生活
困難家庭に支援しました。

　石巻市内の製麺業者が製造した乾
麺およそ500世帯の1食分に相当する
110キロ（乾麺25箱）を寄贈。狩野会
長は「温かいうどんで心身ともに温
まってほしい」と語りました。新型
コロナウイルスの影響で例年実施し
てきた音楽コンサート・スケート教
室を見送りましたが、このコロナ禍
でもできる取り組みの話し合いを行
い、生活困窮世帯がつらい思いをし
ないように少しでもお手伝いがした
いと、一般社団法人フードバンクい
しのまきを通じて地域の母子・父子
家庭を支えようと計画致しました。

　1月12日（火）、例会内でフードバン
ク仙台へ活動支援金の追加贈呈をし
ました。仙台LCはフードバンクへの
支援を継続アクティビティとし、昨
年にもクラブとして10万円の寄付を
しておりますが、「食に困る人があっ
てはならない」と常々口にされている
菊地禮蔵Lが、フードバンクの活動

  Activity
      Report

涌谷LC

名取LC

仙台LC

石巻アゼリアクラブ支部

5R 1Z

2R 1Z

1R 1Z

4R 1Z

日時◆2020年12月6日（日）
場所◆名取市民体育館
参加◆11チーム 55名

日時◆2020年12月8日（火）

日時◆2020年12月24日（木）

写真＝サンタ訪問に歓喜のこども達

日時◆2020年11月30日（月）

日時◆2020年12月17日（木）
場所◆（一社）フードバンクいしのまき事務所
参加◆L4名（三役・事業委員長）

日時◆2021年1月12日（火）
場所◆仙都会館

名取市少年剣道錬成大会

母子・父子家庭支援

フードバンク涌谷版

薬物乱用防止講座開催

サンタクロース訪問
アクティビティ

フードバンク仙台へ活動
支援金100万円を寄贈

▲菊地禮蔵Lの
メッセージ
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に感銘され、少しでもお役に立ちた
いと、この度クラブを通じて100万
円を寄付しました。菊地Lの、常に
万物へ感謝し、その感謝を形にされ
る支援とライオンズに対する気持ち
を受け、この支えあいの輪が広がる
よう、ライオンズは何ができるか、
何をするべきなのか考えていくこと
を、全会員が共有しようと再確認し
たアクティビティとなりました。贈
呈式の模様は東北放送のニュース、
河北新報朝刊に取り上げられ、フー
ドバンクの活動と、ライオンズクラ
ブの活動を知っていただく一助に
なったことと思います。

　月見ケ丘小学校学区児童を対象に
『こども食堂in塩釜』～お持ち帰り食
品バージョン～を2月3日（水）、2月
24日（水）、3月3日（水）と3日間開催
致しました。連日、多数の事前申込
みを頂き、又感謝のメッセージもご
父兄より沢山頂戴致しました。コロ
ナ禍での閉塞感は大人以上に子供達
を打撃しているようです。このよう
な状況での食品配布を子供達が楽し
みにしているとご父兄のメッセージ
に書かれておりました。「明日は『こ
ども食堂』があるから楽しみ」そんな

　東松島市大塩小学校にて、6年生
21名を対象に「薬物乱用防止教室」を
開催しました。

子供の一声に私たちも頑張る力をも
らえます。回を重ねる毎に参加児童
数は増えています。“地域のこども達
の居場所づくり”コロナ禍でもできる
事。知恵を出し合って子供達の笑顔
を守りたいものです。

　志津川高等学校へ、新型コロナウ
イルス感染防止対策の環境整備費用
として10万円寄贈しました。

新入会員／L.中嶋  秀
スポンサー／Ｌ.加藤久幸

入会日／2020年12月22日（火）

左　Ｌ.山田倫明 （会長）
中　Ｌ.中嶋　秀 （新入会員） 
右　Ｌ.加藤久幸 （スポンサー）

入
会
動
機
・
抱
負

　

こ
の
度
、
加
藤
さ
ん
の
ご
紹
介
に
よ
り
、
入
会
い
た

し
ま
し
た
土
地
家
屋
調
査
士
の
中
嶋
秀
と
申
し
ま
す
。

活
動
が
制
限
さ
れ
る
社
会
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
で

き
る
か
ぎ
り
、
奉
仕
活
動
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
存

じ
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら

　

ご
入
会
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

元
気
で
明
る
く
楽
し
い
活
動
で
、
と
も
に
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

南三陸志津川LC

石巻日和LC

塩釜LC 

4R 2Z

4R 1Z

3R 1Z

日時◆2021年2月17日（水）
場所◆宮城県志津川高等学校
参加◆L3名

日時◆2021年2月18日（木）
場所◆大塩小学校
参加◆L5名

日時◆2021年2月3日（水）
　　　2月24日（水）
　　　3月3日（水）
場所◆仙塩丘の上管理事務所
参加◆2/3  80名、2/24・3/3  各90名

こども食堂in塩釜
～お持ち帰り食品バージョン～

新型コロナウイルス感染
防止対策支援

薬物乱用防止教室開催

 1R1Z   仙台LC
（会長／L.山田倫明）
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活
動
報
告

　

２
０
２
０
年
12
月
17
日
（
木
）、
例
会
場
で
あ
る
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル 

コ
ー
ヒ
ー
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
白
石
益
岡

L
C
会
員
及
び
家
族
会
員
９
名
が
参
加
し
て
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
エ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
例
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
輪
に
な
り
両
隣
の
人
と
拍
手
を
合
わ
せ
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
全
員
と
拍
手
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
気
持
ち
が
一
つ
に
な
り
、
参
加
し
て
い
る
会
員
も
話

が
聞
き
や
す
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
型
・
会
話
型

形
式
で
行
い
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
示
し
た
内
容
を
具

体
的
に
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き
な
が
ら
説
明
し
ま
し

た
。

　

今
、
本
当
に
子
ど
も
た
ち
に
気
づ
い
て
欲
し
い
こ

と
、
身
に
着
け
て
ほ
し
い
こ
と
は
何
か
、
そ
の
た
め
に

ど
の
よ
う
な
支
援
・
連
携
が
必
要
か
を
知
る
機
会
と
し

て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
と
ら
え
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
行
っ
て
み
て
１
時
間
で
は
内

容
を
伝
え
る
に
は
時
間
が
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
ら

に
検
討
を
重
ね
よ
り
良
い
形
で
行
え
る
よ
う
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
内
容
を
よ
り
多
く

の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
お
声
を
か
け
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
・
薬
物
乱
用
防
止
委
員
会
副
委
員
長

　
L
富
岡
和
弘（
白
石
益
岡
L
C
）

　３月９日（火）、永冨ガバナーが涌谷LCを訪問しまし
た。（相澤キャビネット幹事、洞口副幹事 同行）
　例会場の「割烹一里来」にて浅野会長はじめ多くの
ライオン、ライオンレディの歓迎を受け和やかな時間を
過ごすことができました。ここ涌谷LCは、通常の例会
に多くのライオンレディの皆さんが参加されるとのこと
で、涌谷LCの活気ある活動がこのような「クラブの連
帯にあるのだ」と納得いたしました。
　また、５Rの岩渕幹夫RCより、リジョン内の課題をお
話し頂き、ガバナー以下キャビネットの取り組みに、貴
重なご意見とさせて頂きました。そして何より、例会資
料の充実には驚きです。連絡・協議事項はもちろん、ミ
ニ・ニュースとしてライオンの慶事情報などもあり、楽し
い密度の濃い内容になっているのです。
　さらに、例会終了後、菅原清一クラブ幹事が、例会
で供されたお弁当を欠席されたライオン宅に一軒ずつ

配達されるとのことで、まさに頭の下がる思いがいたし
ました。涌谷LCをお手本として、例会の在り方を再検
討してはいかがでしょうか？ 皆様！是非、涌谷LCの例
会へメーク・アップしましょう！

キャビネット副幹事　L.洞口勝則（名取LC）

日
時
◇
2
0
2
0
年
12
月
17
日（
木
）

場
所
◇
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル

　
　
　
コ
ー
ヒ
ー
ラ
ウ
ン
ジ

参
加
◇
当
ク
ラ
ブ
会
員
・

　
　
　
家
族
会
員  

9
名

白
石
益
岡
L
C

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
例
会

ＲＥＰＯＲＴ

永冨ガバナー、涌谷LC訪問！
（5R1Z）

永冨ガバナー、相澤キャビネット幹事・洞口副幹事と涌谷LCの皆さん

例会資料には会員情報が盛りだくさん
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332-C アクティビティ 労力奉仕 会員異動 家族会員 例会
出席率R Z クラブ名 件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 世帯数 子会員数

1

1

仙 台 3 289,000 0 0 52 52 0 0 52 10 9 12 78.1
仙 台 エ コ ー 1 445,956 0 0 78 83 0 0 83 33 23 38 100
仙 台 五 城 3 232,943 0 0 44 45 0 0 45 15 8 17 71.4
仙 台 宮 城 野 1 106,177 1 3 2 4 0 0 4 0 0 0 100
仙 台 い ず み 1 20,000 1 7 37 39 0 0 39 1 0 0 57.6
仙 台 東 0 0 0 0 22 22 0 0 22 5 5 4 91.6
仙 台 青 雲 0 0 0 0 28 28 1 0 29 10 3 3 64
仙 台 泉 中 央 0 0 2 9 18 16 0 0 16 4 3 3 43.7

2

仙 台 青 葉 0 0 1 21 53 52 0 0 52 14 9 11 74
仙 台 広 瀬 1 265,422 0 0 26 29 2 0 31 2 0 0 83.8
仙 台 萩 0 0 0 0 41 41 0 0 41 14 8 11 58.3
仙 台 杜 0 0 0 0 30 30 0 0 30 12 11 13 70.5
仙 台 シ テ ィ 0 0 0 0 35 38 0 0 38 14 4 4 0

　 リ ジ ョ ン 小 計　 10 1,359,498 5 40 466 479 3 0 482 134 83 116

2

1

名 取 1 0 0 0 45 43 0 0 43 8 9 9 37.9
亘 理 3 40,000 0 0 15 16 0 0 16 4 4 4 100
岩 沼 2 206,177 0 0 28 28 0 0 28 13 10 12 60
柴 田 1 448 0 0 18 18 0 0 18 4 0 0 100
大 河 原 0 0 0 0 17 16 0 1 15 4 4 4 63.6
丸 森 1 80,000 0 0 13 13 0 0 13 5 5 5 62.5
山 元 1 20,000 0 0 22 22 0 0 22 7 6 6 68.7

2

蔵 王 0 0 0 0 24 23 0 0 23 9 6 9 0
川 崎 0 0 0 0 20 20 0 0 20 5 5 5 66.6
白 石 益 岡 6 74,468 0 0 15 15 0 0 15 6 6 7 100
村 田 0 0 0 0 19 18 0 0 18 4 5 8 100
七 ヶ 宿 1 1,208 0 0 9 9 0 0 9 3 3 3 100

　 リ ジ ョ ン 小 計　 16 422,301 0 0 245 241 0 1 240 72 63 72

3

1

塩 釜 1 50,000 1 20 22 20 0 0 20 4 5 7 73
多 賀 城 7 300,381 1 2 36 36 0 0 36 6 8 7 84.6
七 ケ 浜 0 0 0 0 18 18 0 0 18 5 4 4 100
仙 台 高 砂 2 60,000 2 10 39 38 0 0 38 15 15 19 55.2
仙 台 い わ き り 2 210,560 0 0 35 37 0 0 37 9 9 9 100
利 府 0 0 1 12 10 8 0 0 8 5 1 4 100
仙台ニューポート 0 0 0 0 19 19 0 0 19 4 4 3 100

2
大 和 エ コ ー 1 100,000 0 0 28 26 0 0 26 4 4 4 59
塩 釜 中 央 0 0 1 5 11 12 0 0 12 5 4 4 100
富 谷 0 0 0 0 24 25 0 0 25 8 5 7 80.7

　 リ ジ ョ ン 小 計　 13 720,941 6 49 242 239 0 0 239 65 59 68

4

1

石 巻 1 10,000 1 6 70 68 0 1 67 23 8 9 74.3
東 松 島 0 0 0 0 46 43 0 0 43 11 13 17 76
石 巻 中 央 1 0 0 0 19 19 0 0 19 8 4 8 72.7
女 川 0 0 0 0 14 14 0 0 14 1 0 0 42.8
石 巻 日 和 0 0 2 19.5 20 22 0 0 22 7 5 5 71.4
石 巻 桃 生 0 0 0 0 25 23 0 0 23 11 8 10 57.6
石 巻 河 南 0 0 0 0 28 28 0 0 28 10 10 11 50
石 巻 め ぐ み 野 0 0 0 0 32 32 0 0 32 12 7 13 0

2

南 三 陸 志 津 川 0 0 0 0 56 55 0 0 55 17 16 17 100
気 仙 沼 3 98,047 0 0 82 83 0 0 83 9 7 7 25.6
佐 沼 1 159,265 0 0 24 24 0 0 24 9 7 9 47.9
中 田 0 0 0 0 18 18 0 0 18 7 7 7 100

　 リ ジ ョ ン 小 計　 6 267,312 3 25.5 434 429 0 1 428 125 92 113

5

1

古 川 0 0 0 0 43 48 0 1 47 10 9 9 50
鹿 島 台 0 0 0 0 7 7 0 0 7 3 3 3 0
涌 谷 3 32,320 0 0 49 50 0 3 47 16 16 16 95.3
古 川 古 城 0 0 0 0 1 3 0 0 3 1 1 0 100

2

栗 原 若 柳 1 27,100 1 36 37 38 0 1 37 8 8 8 70.6
古 川 中 央 0 0 0 0 13 13 0 0 13 3 0 0 100
志 波 姫 0 0 0 0 29 27 0 0 27 10 9 9 77.7
築 館 0 0 0 0 18 18 0 0 18 7 5 5 88.4
加 美 1 50,000 0 0 12 14 0 0 14 4 0 0 100

　 リ ジ ョ ン 小 計　 5 109,420 1 36 209 218 0 5 215 62 51 50

332-C 合計 50 2,879,472 15 150.5 1,596 1,606 3 7 1,602 458 348 419

2021年3月度 マンスリー集計表 会員数 1,602名
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　ライオンズクラブ国際協会332-C地区は、宮城県社会福祉協議会と自然
災害発生時における災害ボランティアセンター支援に関する協定を締結しま
した。２月８日（月）ホテル白萩において開催された締結式には、永冨ガバ
ナー、加藤第一副地区ガバナー、相澤キャビネット幹事をはじめとしたキャビ
ネット執行部の方々が参加されました。締結式の様子は、河北新報紙の記
事で取り上げられるなど東日本大震災から10年を迎えた宮城県において注目
を集めています。
　社会福祉協議会では、自然災害発生時、災害ボランティアセンターを通し
た被災者支援を行っています。ライオンズクラブ国際協会332-C地区では、
その社会福祉協議会の活動に大いに賛同し、今回の締結に至りました。
　当地区において、これまでの様々な災害において、社会福祉協議会と連携
し、物資提供等の協力をさせて頂いておりましたが、今後も災害が発生した
際に更なる連携を図り宮城県全域での被災者支援の充実を図ります。

宮城県社会福祉協議会と自然災害発生時における

災害ボランティアセンター支援に
関する協定を締結


